


〔資料〕

1960年以降ベルギー学界における中世

初期都市＝農村関係に関する研究

森 本 芳 樹

筆者と 9名の若い友人たちとは， 1981年から西欧

中世都市＝農村関係研究会を組織しているが．その

活動の一部として， 1960年以降ヨーロッパ学界での
研究動向を明らかにすべく，以下の分担で調査を進

めている。フランス学界：中世初期佐藤彰ー（愛

知大学法経学部），中世盛期・末期 山田雅彦（九州

大学文学部大学院） ；ベルギー学界：中世初期 森

本芳樹（九州大学経済学部）， 中世盛期斉藤綱子

（明治大学文学部），中世末期 藤井美男（九州大学

経済学部大学院） ；ドイツ学界：中世初期 森本芳

樹（九州大学経済学部），中世盛期・末期 田比広

道（福岡大学商学部）。なるだけ組織的な探索を行

なって文献目録を作成し，その解説の形で特徴的な

研究動向を浮彫にしようとするものであり，それぞ

れの担当分野で，代表的な論文を選んで翻訳するこ

とをも予定している。本稿は，この研究計画のうち

筆者担当の前半部分をなし， ドイツ学界に関する後

半部分は，本誌次号に発表する予定である。なお，

本文中での文献の引用は，文献目録での番号により，

必要な場合，それに続けて関係する頁を示した。

遠隔地商業拠点としての中世都市の自由な性

格を強調し．都市＝農村関係も主として「先進

的」な都市に視座を据えて考えていた H．ビレ

ンヌは．今世紀前半の中世史研究に巨大な影響

を及ぽした。ところが．まさにその故国ベルギ

ーで．その学説は決定的に批判されたと言って

よい1)。 もちろん． ヒ゜レンヌの教えを直接に受

1) 現在，ビレンヌの評価が依然として高いのは．

ヨーロッパではなくて，むしろアメリカと日本の
学界においてである。前者での， Lyon,B. : Hen-
ri Pirenne. A biographical and intellectual study, 
Gent 1974,後者での，佐々木克己「歴史家アン

リ・ビレンヌの生涯」（創文社， 1981)のような．
敬愛の念に満ちた伝記の刊行さえ行なわれている

が， まさにこれらの国においてこそ， ピレンヌ

学説の全体的吟味が是非とも必要だと感じられ
る。

けた歴史家が，ことに通史的叙述を行なった揚

合 (VanWerveke[25]）などには， なお著し

くピレンヌ的な考え方が展開されることはあり

うる。しかし， 30年代までとは比べものになら

ない考古史料と古銭史料の濃密な利用と，文献

史料のより系統的な処理定基礎として，第二次

大戦後に中世社会 ・経済史研究が着実な進歩を

示してくるに応じて， ピレンヌ批判の大勢が決

定的となってきた。ビレンヌを一つの過去の現

象と捉え，学説史的意味も含めて辛辣に検討し

たドーントの論文 [11]ほどに意図的なものは

少ないが，多くの実証的労作において，ビレン

ヌ説とは大きく隔った観点が押し出されている

のである。ことに中世初期については，都市史

においても農村史においてもそうした傾向が著

しく， しかもそれらを結び合わせる形で，都市

＝農村関係について新しい見方が打ち出されて

いると言えよう 2)0 

メロヴィング期までは古典古代の都市文明がそ

2) 筆者は，森本芳樹「西欧中世経済形成過程の諸

問題」（木鐸社， 1978)の第4章「ベルギー諸地
方における中世都市の形成過程」（同書， 193-245
頁）で，第二次大戦後ベルギー学界の成果の特徴

を，以下の4点にとりまとめた。すなわち，中世
都市形成の起点としての中世初期の地位の確認，

都市形成の起動力としての周辺農村の経済的発展

の評価，有力領主層による都市形成促進政策の検

出，及び中世都市概念の柔軟化である。本稿で

は，文献目録を1960年から現在までを対象として
作成し直した上で，都市＝農村関係を頂点とする

簡潔な叙述とするように努めた。
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のまま維持された，という独自な主張の系とし

て，カロリング期における都市の殆ど完全な衰

退を想定していたビレンヌは，中世初期の都市

史と中世都市の起点とを，断絶を基調として捉

えていたと言いうる。これに対して現在では，

むしろこの期間を通じての都市生活の連続が通

説となっている。まず古代都市の中世への連続

は，中世都市の発達がヨーロッパでも随一の地

域でありながら，従来ローマ的遺産が殆どない

と思われていたフランドルについてさえ，それ

を正面から掲げたフルヒュルストの論文[30]が

発表されるほどに，強く意識されている。その際

興味深いのは，かつてのようにローマ期の「首

在の時期が短かかった南のトゥールネが．有力

な中世都市に発展する (Despy[8] 110-113) 

のに対して，司教座が完全に移転してしまった

北のトンヘレンも，やはり小規模な中世都市と

なっていく (Bailleu[ 1 J）一ーの運命だけに

注目するのでなく，ローマ帝国で《vicus》と呼

ばれていた都市的集落がメロヴィング期まで存

続し．多くの中世都市の出発点となっているこ

とが， 確認された点である。 この点一般的に

は，中世初期の商業地の起源を示したフルヒュ

｝レストによる地図 ([32]201) が示唆的である

が．個別的にも．ディナン (Gaier-Lhoest 

[14] 9-16)．プリュッヘ (Ryckaert[21] ; Van 

Routte [22] 17-25)．ヘント (Verhulst[29]), 

アントウェルペン (Venhulst[31])などにつ

いて．かなり詳細に跡づけられている。ついで

カロリング期になると，しばしば《portus》と

も呼ばれるこれらの集落の．都市的性格を示す

史料が増加する (Despy[ 8 J 110-111 ; Koch 

[19] ; Verhulst [32] 204-211)。そして．紀元

千年に向けては．ローマ起諒を持たない多く 0)

第 50巻第 3・ 4号

都市的集落が発生してくるのであり，かかるも

のとして現在まで個別的研究の対象となってい

るのは，サン・トロン (Charles[ 3]），ニヴェ

ル(Despy[ 6] 30-35)，フォッス・ラ・ヴィル

(Despy [ 7])，プリュッセル (Martens[20]), 

レウヴェン (VanUytven [24]）などである。

また，中世初期における都市の連続は，次の二

つの所見によっても襄づけられている。第1は

メロヴィング期からカロリング期にかけて北方

貿易の拠点として繁栄した，カントヴィクとド

レスタットの消滅の問題で，ビレンヌはこれを

その断絶論の一つの根拠としていた。しかし，

最近の研究では，それに続いてすぐに，それぞ

れの都市的機能を継受する別の集落が成立して

いることが明らかにされ (Dhondt[10] ; Koch 

[19]），一定地域での都市現象断絶の例として

は不適当なことが確実となったのである3)。第

2に，これも都市現象断絶の一つの論拠とされ

ていたノルマン人の進攻について，現在ではそ

の経済生活への破壊作用がきわめて小さく評価

されるようになっている凡例えばフルヒュル

ストは，紀元千年までのネーデルラント商業に

関する叙述を，「ノルマン人進攻の意味」と題

する節でしめくくっているが，その 9世紀前半

フリースラント商業への撹乱作用を認めはする

ものの，ノルマン人に対抗して 9世紀末に建設

された城砦の，商業促進作用を主たる内容とし

ているのである (Verhulst[32] 211-215)。

3) ただし．最近におけるこれら海港都市の研究
は． ドレスタットについては，考古学的手法を多
用して主としてオランダ (Verhulst⑱幻 206-207
に発掘成果の概要がある）で．カントヴィクにつ
いては．文献史料によって主としてフランスーー
例えば． Revuedu Nord, No. 235, 1977には， M.
Rouche, Les Saxons et les origines de Quen-
tovicを始め，数篇の論文が収められている一一
で，行なわれている。
4) 森本芳枇，前掲書． 156-158頁。
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次に，こうして中世の初発から連続して存在

したと考えられるようになった都市を，もっぱ

ら遠隔地商業との関連で捉えるのではなく，む

しろその在地的性格を強調するのが，最近のベ

ルギー学界の特徴である。前述のローマ期の都

市的集落についても，ことにフランドルにおけ

る考古学的研究によって，それらは複数の核を

持って広がる定住地で，それぞれの核ごとに農

業的，工業的，商業的，及び軍事的機能を集中

させていたことが明らかにされた (Verhulst

[29] 110-113; [30] 176-190; [31] 17-18; [34] 

4-5)。3世紀以降はこれらの核のうちの一つが

城砦化され，全体として軍事的色彩を強めはす

るものの，こうした定住地に存在していた経済

的諸機能も，在地で中世に継受されると考えら

れている。

また，ローマ的起源を持たない場合も含めて，

中世初期の都市的集落のすべてが，有力領主層

一国王，教会，後の領邦君主ー一の城砦と絡

み合って存在していることが，確認されている。

従ってこれらは，政治的，行政的，軍事的に中

心地機能を持っていた一ーこの点は，最近フル

ヒュルストによって， F.ペトリにによるヒ゜レン

ヌ批判 (1958年）5) を再評価する形で強調され

業や商業などの諸機能を含みうることが実証さ

れ，また，そこから放出される巨大な購買力に

よっても，近辺での都市形成を促進したことも

確実だとされるのである (Joris[18] ; Mar-

tensJ20]; Van Werveke [26] ; Verhulst [29] 

130-132)。

5) Petri, F. : Die Anfange des mittelalterlichen 
Stadtewesens in Niederlanden und den ang-
renzenden Frankreich, in Studien zu den Anfan-
gen des europaischen Stadtewesens, (Vortrage 
und Forschungen, IV), Lindau-Konstanz 1958, 
p. 227-295. 

もちろん，中世初期に遠隔地商業は存在し，

ことにカロリング期には北海周辺地域との活発

な貿易が行なわれていた。しかし，この遠隔地

商業が原動力となって特定の場所に都市を生み

出したのではなく，すでに中心地機能を持って

存在していた都市的集落が遠隔地商業をひきつ

け，その拠点となっていったと考えられてい

る。たとえばドレスタットも，ローマ期の城砦

がフランク族によって使用されて王領地とな

り， i造幣所が置かれ，周辺に農業的集落が発達

していたからこそ，カロリング王権の確立に伴

って巨大な商業中心地として発展し，しかも，

政治的事情によって王権がここを放棄するとと

もに， 国際的地位を失なうとされるのである

(Verhulst [32] 204-207)。

第二次大戦後，ビレンヌの影響が弱まったベ

ルギー学界では，都市史を凌駕するほどに農村

史の研究が発達したと言われる 6)が， 中世初期

も例外ではない。その中で浮び上がってきた主

たる傾向は，ことにカロリング期農村経済の積

極的な評価である。 1971年ドゥーエールトによ

る中世初期西欧経済の概観[13]では，農村人口

の停滞による困難が強調されながらも，この時

期にすでに，経済成長の曙光が見られるとされ

ていた。最近の概説 (Hoebanx[16] 182-198; 

Verhulst [32] 166-182)になると，カロリング

期については明瞭に，人口増加と開墾による農

村開発の進行が見られるとされ．史料の少ない

メロヴィング期に渕りうるかぎりでは．農村経

済の成長の起点は 7世紀に求められているので

ある。本稿での問題関連からすれば，こうした動

向の中で二つの点を指摘しなければならない。

6) L.ジェニコ：森本芳樹監修『歴史学の伝統と
革新一ーベルギー中世史学による寄与」（九州大
学出版会， 1984),33頁。
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第 1に，カロリング期の農村では．生産剰余

が蓄積され，かつその一部が恒常的に販売され

ていたことが実証されて，中世初期における農

村経済の発展が．商品・貨幣流通の拡充を内包

するものだったと考えられていること”。 その

場合，一方では，遠隔地にまで広汎な土地所有

を繰り広げることによって大領主が閉鎖的な家

経済を営んでいたという，第二次大戦まで支配

的であった見解とは対立的に，こうした商品・

貨幣流通が領主の手によって組織されていたこ

とが，強調される。この点は，すでに1960年こ

ろまでには共通の見解となっていた8) と思われ

るが，最近プリュム修道院所領明細帳に見える

運搬賦役を検討したドヴロワは，「所領的なも

のと，純粋に商業的なものを区別することは困

難」とした上で，「所領明細帳はそれ自体〔修道

士による〕最大限利潤への努力の証言」 ([9]

554)である，とまで主張しているのである。そ

して他方では，中世初期における商品・貨幣流

通の担い手として，広汎な農民層をも同時に考

慮すべきだとされる。その点をいち早く指摘し

たのは，後に詳しく触れるデスヒ゜ィによる1968

年の論文[5]であるが，その後ドヴロワも，運

搬賦役による移動を利用して，農民が自己の生

産剰余をも販売していたと想定し（〔9〕554)ビ

レンとデュポン([2 J 114-126)はマルクス主

義の立場から，封建的農民経営がその初発から

生産物販売の可能性を内包していて，それが農

村市場で現実化されていたと説いている。

7) なお．現在ヨーロッパ学界での中世初期貨幣制
度ー一ことにカロリング期に確立した銀本位制度
一の研究が，こうした商品・貨幣流通の拡充を
確認している。 M.プロック：森本芳樹訳「西欧
中世の自然経済と貨幣経済」（創文社． 1982)の
解説2「西欧中世前期の銀本位制と「貨幣経済」」
（同書． 128-137頁）を参照。
8) 森本芳樹，前掲書． 182-183,232-233頁。

第 50巻第 3• 4号

第2は，こうした農村経済の発展では，有力

領主層による上からの組織化が大きな要因をな

しており，その形態こそが古典荘園制を志向す

る大所領の構築だった，と考えられていること。

中世初期農村史で現在最も有力な史料である所

領明細帳の研究は，ベルギーでもきわめて盛ん

で，巨匠ガンスホーフの最後の仕事(15〕もそれ

に捧げられており，古典荘園制の方向に所領形

態を整序しようとしたサン・ベルタン修道院の

努力が，高く評価されていた。現在ではその跡

を継ぐフルヒュルストが先頭にたっており，ヵ

ロリング期農村開発の担い手としての王権と教

会との役割が， 明確に浮彫されている ([32]

171-178)のである。 ことに， カロリング期の

所領形態における地域差を固定的に捉える傾向

を批判しようとした最新の論文[33]では，商品

・貨幣流通の拡充を含む当時の経済成長の中

で，穀物生産を拡大しようと意図した有力領主

層の主導力が， カロリング国家の中核地帯で

は，農民の賦役労働を駆使した領主直接経営を

広く作り出した，と主張されている。

ところで，都市史と農村史での以上のような

最近の研究動向においては，都市＝農村関係へ

の新しい観点が，必しも常に意識されているわ

けではない。メロヴィング期までについてはこ

とにそうであり，最もよい例として，二つの分

野でともに第一級の仕事をしているヘント大学

のフルヒュルストの場合があげられる。すなわ

ち．すでに述べたように．都市史においてはロ

ーマ期からメロヴィング期への連続を強調する

フルヒュルスト [30]は，農村における定住・所

領形態については逆に断絶を主張 ([32]166) 

し続けている。しかも，その考え方の特徴は，

ドイツの歴史家による概念を借りて．農村では

-164-



1960年以降ベルギー学界における中世初期都市＝農村関係に関する研究

「〔生活〕空間での連続」 Raumkontinui tat は

存在するが，「定住地の連続」 Ortskontinuitat

は認められない，とするところにある。明らか

にここには，中世ごく初期の都市＝農村関係に

ついて興味深い論点が存在しているが，そうし

た視角からの検討は，なお加えられていないの

である。しかしながら，この問題を正面から取

りあげてはいない場合も含めて，次の三つの研

究動向のうちには，都市＝農村関係についてヒ°

レンヌ学説を越える見方が打ち出されていると

言えよう。

第1は，中世都市の概念の検討によって，都

市と農村との区別が，人口，法的資格，呼称，

経済的機能など，どのような指標をとってみて

も必しも明確でないことが自覚され，具体的な

研究の中では，中世都市全体について予め厳密

に設定された概念から出発せず，農村を基盤と

する特定の地域での都市現象を，柔軟に追究す

ることが提唱されていること。この点はまず，ヴ

ェルコートランがヨーロッパ学界全体の動向を

見定めようとした論稿[27]や， ドイツ学界から

深く学んだジョリスの方法論に関する論文[17]

で論及されたが，最近では，中世ベルギー南部

の都市史を実際に叙述しなければならなかった

デスピィ([6 ]21-30; [ 8 ]93-105)によって，

より具体的に展開された。そこから，最もまと

まりのよい文章を引用するなら，次のようであ

る。「中世都市史の問題関心は，ここ20-30年間

に著しく進歩した。都市の概念を再定義しよう

として行なわれた努力。都市的集落の生誕と進

歩を，その周辺農村との関係において説明しよ

うという試み。都市が商品の生産と流通におい

てますますその運動中心となっていく地域の内

部での，その都市に特有な機能への注目。単一

の都市を対象とする個別研究の枠を越えて，そ

れぞれの後背地を備えた複数の都市的中心地の

並存を分析すべく．地域史の範囲で作業をしよ

うとする意欲〔がそれである〕」（［6]21)。も

ちろんこうした論点は，中世全般について取り

上げられているのであるが．都市と農村とを峻

別する伝統的な中世都市概念によるかぎり．都

市としての完成度のきわめて低い集落しか存在

しない中世初期については．ことさらに大きな

意味を持っている。

第2に．多くの個別都市の研究において．そ

れぞれの形成と発展との重要な要因を．周辺農

村との関係に求めうることが明らかにされてい

ること。この場合．さらに細かく見ていくと，

次のようないくつかの議論に分けて考えること

ができる。まず都市の立地が．大河川など幹線

交通路との関係でだけ決定されるのではなく．

むしろ．それぞれ多様な自然条件を示す複数地

域の接点を指向し，これら隣接諸地域を結ぶ在

地農村的流通の拠点となるべく，本来的に定め

られている場合が多いことの指摘である。その

塙矢は． リエージュ大学のジョリスによるウイ

の研究 (1959年）9) で見られるが，その後，これ

に学ぶ形で．ムーズ河沿いのディナンが．サン

プル・ムーズ間地域．コンドロ．アルデンヌな

ど，多様な地域の境界にあり，これらと多くの陸

路によって結ばれていたとされ (Gaier-Lhoest

[14] 7)．また．その立地決定に自然条件がそ

れほど作用していないかに見えるサン・トロン

の場合でも．北のカンピーヌと南のエスベーの

境界にあって，地域的商業を促進する役割を担

っていたことが指摘されている (Charles[ 3 J 

69)。次に． 特定の都市については． 局辺農村

9) Joris, A. : La ville de Huy au Moyen Age 
des ori.衷nesa la fin du XIVe siecle, Paris 1959, 
p. 59-65. 
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の開発が都市的集落の形成に先行，ないし並行

していることが実証されている。その典型的な

例は，シント・バーフ及びシント・ビーテルと

いう在地の 2大修道院による所領形成と農村開

発が， 9世紀における都市的集落の誕生と同時

に進んだヘント (Verhulst[29])10)であるが，

ァントウェルペンについても，都市が発達して

くる領域で農業生産が早くから進歩していたら

しいことが，地名学的に主張されている (Van

Loon [23] 32-38)。最後に，大修道院直下に成

立してくる都市については，修道院が周辺に持

つ大所額からの農産物の流通と加工によって，

それらが都市化の第一歩を踏み出すと考えられ

ており，サン・トロン (Charles[ 3 J 75-148), 

ニヴェル (Despy[ 6] 30-35)，フォッス・ラ・

ヴィル (Despy[ 7]）などについて，具体的に

示されている。この場合注意すべきは，修道院

頷の分布に見られる散在性に伴って，所領組織

が修道院所在地集落を遠隔地と結びつける作用

をするだけでなく，同時に見られる修道院周辺

への修道院領基幹部分の集中によって，この集

落が周辺農村部の中心地としての役割を与えら

れることが，強く意識されている点である。こ

うしていくつかの観点から，農村における経済

成長の成果としての都市という見方が，客観的

に裏づけられていると言えよう。

第3として， 都市ー農村関係についてヒ°レン

ヌ的観点を越えることを明白に意図しながら，

カロリング期ベルギー南部を舞台に一連の論文

を発表した，プリュッセル大学のデスビィによ

る仕事が特筆さるべきである。すなわち， 1967

年のディナンの市場に関する小論[4]を出発点

として，考察をムーズ河流域全体に広げて「都

市と農村」問題を前面に押し出し，古典的な評

10) 詳細は，森本芳樹，前掲書， 193-201頁を見よ。
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り上げられた諸集落のうち，ヴィゼについては

[35]で補足されたーが続き，その後，小都市

フォッス・ラ・ヴィルの形成の巧みな描写[7]

の他に，ブラバン地方南部，あるいはより広く

ワロン地方全体を扱った概観[6], [8]が発表

されて，以下のような諸点が明らかにされてい

るのである。中世都市の規定は，同時代人によ

る試みが現れる中世後期以前についてはきわめ

て難しいが，それでも紀元千年より前にも都市

的集落が存在したのは確実である。そしてこれ

らは． 1930年代以降考えられていたように，フ

リーセン商人の来訪によって 9世紀に一時的な

繁栄を経験したのではなく，在地商人を担い手

とする商業の結節点として．恒常的存在であっ

た。なぜなら，カロリング期の史料にきわめて明

白に現れる人口増加と農村開発が示すように，

周辺農村の経済的発展によって商品・貨幣流通

が拡充し．それを広汎な基礎として都市が存在

していたからである。多くの都市的集落で修道

院が敷地を所有しており，またフォッスのよう

に，大所領拠点に領主が組織した流通中心地た

ることが証明されている場合もあり，有力領主

が都市の形成と発展に参与していることも確実

である。そして，こうした都市と農村を結ぶ環

こそ，週市や年市の形をとる定期市であった。

これらは，ムーズ河沿いの都市に存在したばか

りでなく，大河川から遠い内陸部にも農村市場

として分布しており，しかも後者の一部は， 9世

紀に半都市的集落を生み出していくのである。

以上のようなデスピィの業績こそ，ビレンヌ

批判を進めてきたベルギー学界で，農村を土台

とする都市の発展という見方を中世初期につい

ても具体化した，最も明確な成果であると言え

よう。
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